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ス

ピ

ノ

ザ
の

自
由
に
つ

い

て

鈴
　
石

　
忠

　
司

　

白
由
と

必
然
性
を
対
立
的
に

捉
え
る
一

般
的
見
解
に

対
し
て、

ス

ピ
ノ

ザ
が
な
ぜ

必
然
性
を
積
極
的
に

受
容
す
る
こ

と

こ

そ
が

自
由
な
の

だ
、

と

い

う
見
解
を

対
置
し
た
の

か、

そ
の

根
拠
を
探
る

こ

と

が
本
論
の

趣
旨
で

あ
る

。

そ

の

際、

『

エ

チ

カ、［

に
お
け
る

実
体
・

属
性
の

関

係
を

巡
る

議

論
、

『

往
復
書
簡
集
』

に

お
け
る

完
全
性
と

欠
如
を

巡
る

議
論
を
中
心
に
、

ス

ピ
ノ

ザ
に

即
し
て

論
旨
を

展
開
し
て

い

き
た
い

。

　

は
じ

め

に、

存

在
の

「

必
然
性
」

と
な
る

実
体
に

つ

い

て

考
察
す
る

。

実
体
は

「

そ

れ

自
身
の

う
ち
に

あ
り
且、

そ

れ
自
身
に
よ
っ

て
」

（

ス

ピ

ノ

ザ
／
畠
中

尚
志
訳

『

エ

チ
カ

ー
倫
理
学
−
上
」

岩
波
書
店、

三

七
頁）

考
え
る

と

さ
れ
る

。

そ
し
て、

個
物
で

あ
る

様
態
は

「

他
の

も
の

の

内
に

在
り
か

つ

他
の

も
の

に

よ
っ

て

考
え
ら

れ

る

も
の
」

（
同
書、

三
七

−
三

八

頁）

と

さ
れ
る

。

実
体
と

様
態
を
換
言
す
る
と
、

実
体
は

内
的
要．
因
で

あ
り、

様
態
は
外
的
要
因
に

よ

っ

て

定
義
付
け
ら

れ
る
。

だ

が、

様
態
は

「

実
体
の

変
状
」

（
同
書、

三
七
−

三
八
頁）

で

も

あ
る

か
ら

「

実
体
の

属

性
で

あ
る

思

惟
と

延
長
を

有
し
て

い

る
。

そ
の

た

め
、

様
態
も
こ

の

内
的

要
因
で

あ
る
「

必
然
性
」

を
受
容
す
る

こ

と

が
可
能
な
の

で

あ
る

。

そ
れ

故
に、

自
由
と
必
然
性
を
対
立
さ
せ
る

と
い

う
一

般
的
見
解
を、

ス

ピ
ノ

ザ
は、

「

自
己
の

本
性
の

必

然
性
の

み

に

よ

っ

て

存
在
し
・

自
己

自
身
の

み

に

よ

っ

て

行

動
に

決
定
さ

れ

る

も
の

は

自
由
で

あ
る
」

（
同
書、

三

八

頁）

と

批

判
し、

コ

定
の

様
式
に

お
い

て

存
在
し
・

作
用

す
る

よ

う
に

他
か
ら

決
定
さ
れ
る
も
の

は
必
然
的
で

あ
る、

あ
る

い

は
強
制
さ
れ
る
」

（

同
書、

三

入

頁
）

と

す
る

の

で

あ
る．、

自
由
と

対
立

す
る

の

は
必

然
性

で

な
く、

強
制
な
の

で

あ
る

。

様
態
が
自
由
と

な

る

と
い

う
こ

と
は

実
体

と

属
性
を
手
掛
か

り
に

「

必
然
性
」

を
能
動
的
に

受
け
入
れ

る

と
い

う
こ

と

な
の

で

あ
る

。

　

次
に、
「

必

然
性
」

を

捉
え
よ

う
と

す
る

場
合
は

、

「

完
全

性
」

に

つ

い

て

考
察
し
な
け
れ

ば

な
ら

な
い
。

な
ぜ

な
ら、

内
的
要
因
で

あ
る
実
体
と

外
的
要
因
に
よ

る

様
態
の

概
念
を
捉
え
る

と
、

完
全
で

あ
る

実
体
と

不
完

全
で

あ
る

様
態
の

二

元
論
に
陥
っ

て
し
ま

う
可
能
性
が

あ
る

。

ス

ピ
ノ

ザ

は
、

「

完
全

及
び

不
完
全
と

は

実
に

単
に

思

惟
の

様
態
に

す
ぎ
な
い
」

（
ス

ピ
ノ

ザ
／
畠
中
尚
志
訳
『

エ

チ

カ

ー
倫
理
学
ー

下
」

岩
波
書
店、

八

頁）

と

す
る

。

そ
し
て
、

ス

ピ

ノ

ザ
は
同

様
に

「

欠
如
」

や
「

否
定
」

に

つ

い

て

も
意
味
を
な
さ
な
い

と

す
る

。

欠
如
と

否
定
は
、

あ
る
対
象
を
比
較
す

る
こ

と

に

よ

っ

て

形
成
さ
れ
る

が、

そ
れ
は
、

思
惟
の

様
態
の
一

側
面
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な
一

側
面
で

し
か
な
い

「

欠
如
」

や
「

否
定
」

に

対
し

て

ス

ピ
ノ

ザ

は、

そ

れ

ら

を
実

体
の

法
則
に

則
っ

た

概

念
で

あ
る

と

捉

え
て

は
な

ら

な
い

と

批
判
す
る

。

「

完
全

性
」

は
他

物
と

関
係

な
し
に

、

我
々

自
身
の

う
ち
に

内
在
的
な
も
の

と

し
て

現
れ
る

の

で

あ
る

。

そ

れ
故

に、

「

必
然

性
」

は

「

完
全
性
」

で

あ

り、

実
体
で

あ
る

と

い

え
る

。

そ

し
て、

「

完
全
」

「

不
完
全
」

を
比
較

す
る

事
に

依
る

概
念
形
成
は

誤
謬
で

あ
り、

「

そ

れ

自
体
で

は

無
」

（
ス

ピ
ノ

ザ
／
畠
中
尚
志
訳
『
ス

ピ
ノ

ザ
往

復
書
簡
集
』

岩
波
書
店、

一

二

八
頁）

な
の

で

あ
る

。

　

外
的
要
因
に

依
拠
し
な
い

ス

ピ

ノ

ザ
の

原
則
は
、

自
由
は

決
し
て

意
志

の

特

質
で

は
な
い

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

意
志
は
、

有
限
で

あ
ろ

う
と
無

限
で

あ
ろ

う
と
、

あ
く
ま
で

思
惟
の
一

様

態
で

あ
り、

他
の

原
閃
に

よ
っ

て

決

定
さ
れ
て

い

る

の

で

あ
る．、

例
え
そ
の

原
因
が
思
惟
と

い

う
属
性
の
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元
で

の

実
体
の

本
性
で

あ
っ

て

も
変
わ

り
は

な
く、

す
べ

て

の

存
在
す
る

も
の

は

必
然
的
に
存
在
す
る
の

で

あ
る

。

唯
一

自
由
な
原
因
と

い

わ
れ
る

べ

き
な
の

は
、

自
己
の

必
然
性
の

み

に

よ

っ

て

存
在
す
る
場
合
な
の

で

あ

る
。

実
体
が
自
由
な
の

は
、

一

切
の

も
の

が
実
体
の

本
性
か
ら
必
然
的
に

生

じ

る

か

ら
で

あ
り、

偶
然
的
に

創

造
さ
れ

る

か

ら
で

は

な
い

の

で

あ

る
。

自
由
は

「

内
的
な
」

必
然
性
で

あ
り、

「

白
己
の
」

必
然
性
な

の

で

あ
る

。

そ
し
て、

実
体
と

は、

存
在
そ
の

も
の

で

あ
る

か
ら、

そ
の

存
在

そ
の

も
の

を、

受
容
す
る

の

で

は

な
く、

我
々

は

実
体
の
一

部
で

あ
る

と

い

う
こ

と

を
反
省
的
認
識
に

よ

っ

て

受
容
す
る

事
に

よ

っ

て

自
由
に

な
れ

る

の

で

あ
る

。

ウ
ェ

ス

レ

ー

の

サ
タ

ン

理
解

野

　
村

誠

　
ジ
ョ

ン
・

ウ
ェ

ス

レ

ー

（
一

七
〇
三

−
一

七

九

＝

が
活
躍
し
た
十
八

世
紀
は

産
業

革
命
の

時
代
で
、

そ
の

時
代
の

人
々

は

近

代
的、

啓

蒙
的
な

側
面
が

あ
っ

た
。

し
か
し

、

一

方
で
、

貧
困
な
ス

ラ

ム

に

住
む
一

般
大
衆

は

疫

病
に

悩
ま
さ
れ
依
然
と
し

て

「

呪
術
的
な
世
界
」

の

中
で

生
き
て

お

り
、

悪
魔
（

しり

国

β
巳

の

働
き
を

信
じ

て

い

た
。

か

く
し
て、

ウ
ェ

ス

レ

ー

の

説
教
の

中
で

の

悪
魔

、

悪
霊
と

い

っ

た
概
念
が、

民
衆
の

心
に

わ
か

り
や

す
い

メ

ッ

セ

ー

ジ
と

し
て

届
い

た
の

で

は

な
い

か
と
考
え
る

。

そ
こ

で
、

ウ
ェ

ス

レ

ー

の

サ
タ

ン

〔
ω

雪
曽

鵠）

理
解
を
考

察
し
た

い

と

思

う
。

　
山

中
弘
は

『

イ

ギ

リ

ス
・

メ

ソ

デ

ィ

ズ
ム

研
究』

（
ヨ

ル

ダ

ン

社、

一

九
九
〇

年
）

の

中
で

、

ウ
ェ

ス

レ

ー

の

説
教
に
つ

い

て、

「

魔
女

、

悪
魔、

霊

と

い

っ

た

ア

ル

カ

イ
ッ

ク
な
宗
教
的
表

象
の

実

在
を

語
り

、

信
仰
治
療

に

肯
定
的
に

接
す
る

そ
の

宗
教
性
は
、

公
的
宗
教
の

圏
外
に

い

た
人

々

の

い

だ

く
民
間
信

仰
的

な
宗
教
性
と

親
和
性

を

帯
び

て

い

た
と
い

っ

て

よ

い
」

（
四
六
頁
）

と

述
べ

て

い

る
。

ウ
ェ

ス

レ

ー

の

説
教
と
聖

餐
式、

祈
檮

な
ど

は
、

「

サ
タ

ン

と

の

対
決
」 、

あ
る

い

は

「

サ
タ

ン

の

支
配
か
ら

の

解

放
」

を
可
能
に

す
る

「

恵
み
の

手
段
」

と

理
解
で

き
る

。

悪

魔
す
な

わ
ち

悪
霊
は
、

人
の

心
の

中
で

働
き、

人
を

地
獄
へ

導
い

て

い

く
人

格
的
存
在

で

あ
る

。

説
教
「

悪
魔
の

策
略
」

翁
碧

雪．
ω

O
の

三
〇

Φ
。゚）

『

ウ
ェ

ス

レ

ー

著

作
集
5
　
説
教
下
』

（
野
呂
芳
男
訳
　
新
教
出
版
社、

一

九
七
二

年）

で

ウ

ェ

ス

レ

ー

は
、

悪

魔
を

「

陰
険
な
神
」

と

表
現
し、

人

格
化
と
い

う
よ

り

も
む
し
ろ

神
格
化
し
て

い

る
。

ウ
ェ

ス

レ

ー

に

よ

れ
ば
「

わ
れ

わ
れ

自
身

の

劣
悪
さ
・

罪
深
さ
・

価
値
の

な
さ
を

考
え
さ
せ

る

こ

と
に

よ
っ

て
、

悪

魔
は
わ

れ
わ
れ
の

主
に

お
け
る
喜
び

を

消
そ

う
と

努
め
る
」

（
同、

六

頁
）

。

賢
く
巧
妙
な
悪
魔
は、

わ

れ
わ

れ
の

弱
さ
に

つ

け
込
み
、

人

問
の

罪
深
さ

を

思
い

起
こ

さ
せ

、

神
に

近
づ

く
に
値
し
な
い

存
在
と

自

覚
さ

せ

る

こ

と

に

よ
っ

て
、

神
と

の

関
係
を
断
絶
さ
せ

よ

う
と

す
る

策
略

家
で

あ
る

。

　

説

教
「

原

罪
」

の

中
で
、

ウ
ェ

ス

レ

ー

は

語
る

。

「

悪
魔
は
わ

れ
わ
れ

の

心
の

上
に、

我

意
と
い

う
悪
魔
自
身
の

画
像
の

刻
印
を

押
し

た
。

悪
魔

は

天
か
ら

追
い

出
さ

れ
る

前
に

言
っ

た
。

『

私
は
北
の

方
い

た
る

処
に

住

み

つ

こ

う
』

」

（
同、

三
七

頁）

と
。

こ

う
述
べ

た

こ

と

か

ら
、

ウ
ェ

ス

レ

ー

は
「

悪
魔
は

天
に

い

た
」

と

考
え
て

い

た

こ

と

が
わ

か

る
。

十
三

世
紀

か

ら
十
八

世
紀
に
か
け
て

魔
女
狩
り
が

行
わ

れ
て

い

た

こ

と
（
ブ
リ

タ
ニ

カ
）

か
ら
も
理
解
で

き
る

よ

う
に、

一

般
民
衆
は

悪
霊
の

支
配

、

魔
女
や

呪
術
に
怯
え
て

い

た
。

悪
魔
の

働
き
と
は
、

人
間
を
支
配
し
て

、

絶
望

、

不
安
　
貪
欲、

嫉

妬、

怒
り、

快
楽、

金

銭
欲、

思
い

上
が

り
、

傲
慢

、

288（1122）
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